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経
営
戦
略
を
テ
ー
マ
と
す

る
商
学
部
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ
の

有
志
６
人
は
、
９
月
５
日
か

ら
９
日
ま
で
、
中
国
大
連
市

で
研
修
を
行
っ
た
。
日
本
人

起
業
家
か
ら
企
業
経
営
を
学

ん
だ
り
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
オ

ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
＆
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
社

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｓ
社
）

の
グ
ロ
ー
バ
ル
基
幹
工
場
を

見
学
し
た
り
、
中
国
東
北
地

方
の
有
力
大
学
で
あ
る
東
北

財
経
大
学
や
遼
寧
師
範
大
学

で
日
本
語
を
学
ぶ
大
学
生
と

学
術
お
よ
び
文
化
交
流
を
行

っ
た
り
し
た
。

　
大
連
毅
信
グ
ル
ー
プ
代
表

の
白
石
久
充
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
や

貿
易
な
ど
幅
広
く
手
掛
け
る

と
と
も
に
、
観
光
で
の
民
間

交
流
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。「
ど
ん
な
仕
事
で
も
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し

て
、
企
画
を
考
え
る
際
は
そ

の
国
の
文
化
を
学
び
視
野
を

広
げ
る
こ
と
」
と
伺
っ
た
。

　
大
連
澤
華
服
装
有
限
公
司

董
事
長
の
清
水
誠
三
氏
は
服

飾
工
場
と
鉄
工
所
を
経
営
し

て
い
る
。「
大
連
の
人
は
活

力
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
い
い

も
の
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ

る
努
力
を
し
て
い
る
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
必
要
な
こ
と
は

信
用
、
良
識
、
誠
実
さ
と
い

う
こ
と
も
学
ん
だ
」
と
私
た

ち
に
語
り
か
け
て
く
れ
た
。

70
歳
代
の
清
水
氏
の
目
は
輝

い
て
い
て
、
仕
事
と
大
連
へ

の
愛
情
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
学
生
の
私
た
ち
か
ら
す
れ

ば
、
仕
事
は
決
め
ら
れ
た
内

容
を
淡
々
と
こ
な
し
て
い
く

も
の
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た

が
、
２
人
の
起
業
家
か
ら
自

由
な
発
想
で
失
敗
を
恐
れ
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
学
ん
だ
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｓ
社
の

大
連
事
業
所
（
工
場
）
は
、

世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

供
給
す
る
電
子
部
品
の
拠
点

で
あ
る
。
こ
こ
で
企
業
経
営

の
国
際
展
開
を
聞
い
た
。
ま

た
、「
工
場
内
に
技
工
学
校

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
従
業

　
８
月
の
１
カ
月
間
、
牧
野

成
譲
さ
ん
（
商
４
、
伊
藤
和

憲
ゼ
ミ
）
は
東
南
ア
ジ
ア
で

過
ご
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

ヤ
ン
ゴ
ン
の
会
計
事
務
所
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行

い
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
経

済
情
勢
も
学
ん
だ
。
昨
年

度
、
公
認
会
計
士
試
験
に
合

格
し
た
牧
野
さ
ん
。
一
足
先

に
海
外
で
実
務
を
経
験
し
世

界
の
広
さ
を
実
感
し
た
。

　「
勉
強
を
続
け
て
き
た

が
、
実
践
で
よ
り
深
く
学
び

た
い
」。
将
来
、
国
際
的
に

活
躍
し
た
い
希
望
も
あ
り
、

授
業
で
教
わ
っ
た
髙
橋
義
仁

商
学
部
教
授
の
紹
介
で
、
ヤ

ン
ゴ
ン
の
日
系
会
計
事
務
所

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
決
め

た
。

　
事
務
所
は
日
本
人
が
経
営

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
進
出
し

て
い
る
日
系
企
業
が
主
な
取

引
相
手
だ
が
、
オ
フ
ィ
ス
で

の
会
話
も
、
財
務
諸
表
や
法

律
な
ど
の
資
料
も
す
べ
て
英

語
。
英
語
に
は
自
信
が
あ
っ

た
が
、
現
地
の
人
が
話
す
英

語
は
英
米
人
の
そ
れ
と
は
ま

た
異
な
る
。「
た
だ
話
せ
る

だ
け
じ
ゃ
だ
め
な
ん
だ
」。

目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
た
。

　
公
認
会
計
士
と
し
て
商
談

の
席
に
立
ち
会
い
、
重
要
書

類
も
扱
っ
た
。「
や
は
り
資

格
は
大
事
。
自
分
の
実
力
を

証
明
で
き
る
し
、
相
手
も
信

頼
し
て
く
れ
る
」
と
確
信
。

そ
の
う
え
で
初
め
て
立
っ
た

現
場
で
は
学
ぶ
こ
と
が
限
り

な
く
あ
り
、「
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
」
と
実
感
し
た
。

成
長
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
の

熱
気
も
、
そ
こ
で
の
人
々
の

生
活
や
働
き
方
か
ら
も
刺
激

を
受
け
た
。「
言
葉
の
問
題

を
は
じ
め
日
本
の
大
学
生
の

甘
さ
を
知
っ
た
」

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

に
内
定
。「
日
本
で
働
き
な

が
ら
、
ど
う
や
っ
て
海
外
と

か
か
わ
っ
て
い
く
か
考
え
て

い
き
た
い
」
と
前
を
向
く
。

ミャンマーの

ティラワ経済

特別区を見学

世界の広さを実感

牧野 成譲さん（商４）

ミャンマーの会計事務所で就業体験

　
大
学
で
の
学
び
を
深
め

る
た
め
、
将
来
の
道
を
探

す
た
め
、
現
在
の
自
分
の

力
を
試
す
た
め
、
夏
期
休

暇
中
に
多
く
の
学
生
が
海

外
へ
飛
び
出
し
た
。

　
商
学
部
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ

の
有
志
学
生
は
中
国
・
大

連
で
の
研
修
で
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
企
業
家
に

「
働
く
こ
と
の
意
義
」
を

教
わ
っ
た
。

　
文
学
部
板
坂
則
子
ゼ
ミ

は
、
台
湾
で
合
宿
。
こ
れ

ま
で
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
た
遠
隔
授
業
で
交

流
し
て
き
た
現
地
の
学
生

と
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
親

交
を
深
め
た
。

　
こ
の
夏
の
成
果
を
２
人

の
学
生
に
つ
づ
っ
て
も
ら

っ
た
。 海外に飛び出した夏

東
北
財
経
大
学
生
、
方
愛
郷
教
授
（
右
端
）

と

写
真

遼
寧
師
範
大
学
で
「
日
本
の
教

育
制
度
」
に
つ
い
て
発
表
す
る
髙
橋
ゼ
ミ
有

志
代
表
の
石
井
美
沙
祈
さ
ん

同

員
に
な
る
に
は
、
基
準
以
上

の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
る
。
技
能
レ
ベ
ル

と
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

に
よ
っ
て
任
さ
れ
る
仕
事
が

異
な
る
」
と
い
う
話
を
聞

き
、
私
た
ち
も
学
ん
で
い
る

時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
決

意
を
新
た
に
し
た
。
ゼ
ミ
生

か
ら
多
く
の
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
董
事
長
と

工
場
長
か
ら
丁
寧
に
答
え
て

も
ら
っ
た
。「
こ
こ
中
国
を

は
じ
め
、
世
界
各
地
で
日
本

の
も
の
づ
く
り
の
精
神
は
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
は

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

時
代
。
皆
さ
ん
の
将
来
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
」
な
ど
と

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。

　
東
北
財
経
大
学
と
遼
寧
師

範
大
学
へ
の
訪
問
で
は
、
２

人
ず
つ
に
分
か
れ
、
学
生
に

向
け
、
礼
儀
作
法
、
教
育
制

度
、
食
文
化
と
い
う
日
本
に

つ
い
て
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
東
北
財
経
大
学
で
は

発
表
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
受
け

た
。
日
本
の
学
生
は
こ
の
よ

う
な
場
の
み
な
ら
ず
授
業
中

で
さ
え
も
な
か
な
か
発
言
を

し
な
い
。
中
国
の
学
生
の
学

ぶ
意
欲
の
高
さ
に
圧
倒
さ

れ
、
普
段
の
消
極
性
を
恥
ず

か
し
く
感
じ
た
。
ま
た
、
日

本
で
の
学
生
生
活
が
「
井
の

中
の
蛙
」
状
態
で
あ
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
学
生
同
士
で
食
事
会
も
開

い
た
。
中
国
で
は
日
本
の
ド

ラ
マ
や
ア
イ
ド
ル
が
流
行
し

て
い
る
よ
う
で
、
大
連
の
学

生
の
ほ
う
が
私
た
ち
よ
り
も

日
本
の
ア
イ
ド
ル
に
詳
し
か

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

　
日
程
の
最
後
に
、
大
連
の

日
本
人
向
け
経
済
誌
記
者
か

ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、

『
Ｗ
ｈ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
大

連
』
10
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
。
大
連
で
の
研
修
内
容
は

机
上
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
非
常
に
充
実
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

で
の
勉
学
や
、
社
会
に
出
て

働
く
際
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
。

　
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学

科
・
板
坂
ゼ
ミ
（
指
導
・
板

坂
則
子
教
授
）
の
21
人
は
９

月
12
日
か
ら
３
日
間
、
台
湾

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
宿
先
は
台
湾
北
部
の
輔

仁
大
学（
新
北
市
）。
板
坂
ゼ

ミ
は
国
際
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
共
同
授
業
や
遠
隔
授
業
を

海
外
の
大
学
と
展
開
し
て
お

り
、
輔
仁
大
学
と
は
２
０
０

６
年
か
ら
共
同
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
板
坂
先
生
や
輔

仁
大
学
の
先
生
方
の
ご
厚
意

で
、
ネ
ッ
ト
上
で
し
か
会
え

な
か
っ
た
学
生
た
ち
と
交
流

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
、
台
湾
の
松
山
空
港

か
ら
バ
ス
で
輔
仁
大
学
へ
。

日
本
語
文
学
科
の
学
生
、
ネ

ッ
ト
授
業
担
当
の
楊
錦
昌
先

生
や
学
科
主
任
の
山
路
啓
子

先
生
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し

た
。
輔
仁
大
学
の
学
生
の
案

内
で
１
時
間
ほ
ど
キ
ャ
ン
パ

ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
系
大
学
で
あ

る
輔
仁
大
学
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
教
会
が
あ
り
、
あ
ち

こ
ち
に
南
国
風
の
樹
木
が
植

え
ら
れ
、
学
生
主
体
で
営
ん

で
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
屋
さ
ん

も
あ
り
ま
す
。

　
輔
仁
大
学
に
は
文
学
部
、

芸
術
学
部
、
理
工
学
部
、
医

学
部
な
ど
文
理
さ
ま
ざ
ま
な

学
部
が
あ
り
ま
す
。
最
も
驚

い
た
こ
と
は
、
大
学
の
敷
地

内
に
医
学
部
が
経
営
す
る
病

院
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
学
生

輔仁大学で板坂

ゼミ生集合

九份の町は不思議な雰囲気

は
受
診
無
料
、
リ
ハ
ビ
リ
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
も
受
診
で

き
る
こ
と
。
病
院
の
中
に
併

設
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
の
店

員
さ
ん
も
日
本
語
を
話
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
時
間

で
は
回
り
き
れ
な
い
広
さ
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
語
文
学
科

の
学
生
と
交
流
会
を
開
き
ま

し
た
。
い
く
つ
か
の
男
女
混

合
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

日
本
語
で
会
話
を
し
ま
し

た
。
台
湾
の
タ
ピ
オ
カ
ジ
ュ

ー
ス
や
お
菓
子
の
話
題
、

「
中
秋
の
名
月
」で
の
日
本
と

台
湾
と
の
食
べ
物
の
違
い
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
輔
仁
大
学
の
学
生
は
み
ん

な
日
本
語
が
と
て
も
上
手
。

会
話
が
弾
み
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
の
中
で
、
最
も

充
実
し
た
時
間
で
し
た
。
こ

う
い
っ
た
交
流
が
日
本
で
も

海
外
で
も
定
期
的
に
行
っ
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
一
生
の
思
い
出
に
な
る
台

湾
合
宿
で
し
た
。

国
際
的
経
営
精
神
を
学
ぶ

商
・
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ
大
連
研
修
　
　
千
葉
ま
す
み（
商
３
）

ネ
ッ
ト
授
業
の
学
生
と
交
流

文
・
板
坂
則
子
ゼ
ミ
台
湾
合
宿
　
　
深
沢
歩
花（
文
２
）

寄　稿
清水氏（左）から会社のマネジメント

について聞くゼミ生


